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10.10 {リノ、ピ 1)テーション・巡動機法}
592.中議年女性における栄饗矯劫食品を活用した減
盤プログラムの検討-SATプロジェクト109-。Ij、深多双子 i、rnj立解2、村仁 i弱者ニ¥鯵;坂
!条一 i 、 1J.~H] 光生 i、久野綾也1
( !筑i波皮大学 体管宇科科1-学系、 3筑i波或大さ竿学ず字: 1:体本?背ぎ科学i併U許f究
手科:1千;ト.
{ι主自Hl的ヲ吟i本i焔i)討j万f究でiは立{体本ぶ守忍姦革窓:とf体卒絡務よtキ半智オキ不f千.，を{擦禁準f鵠領追護:へi滅域少さ
せながら，詩:に寝たきりこ予j坊の総点から下絞の筋畿を
綾子:y・1¥1:illiさせる滅議;プログラムの篠:なための器礎資
料を得ることを結合りとした. [方法}汁象者は茨城県
内在住の50代から60伎の女性12名とし，そのうち，栄
養パランスを保ち撚Jl文エネルギ…畿を亨[1える門的で栄
養締効食ぷであるカ!1i)…メイトゼ I}…{大家製薬社
裂:200 kcal)を1fで11 Iill食事・の替りに摂1Rした品名を
j若手とし，ゼ 1)-~I:摂取の6名をC群とした. !Ilij群にお
いて対象者の年続，身長傘体議， BMI~こて 1.f 意なぞをは
認められなかった‘減議プログラムは3ヵ月間とし，
開始flおこIlj群ともに栄養指導にて栄養バランスを保ち
ながら摂取エネルギ…最をし600kcal/誌に抑えるよ
う指示した;選数プログラムでは留定式自転車 (80%
VT， 45分， 2日/混入 F艇を中心とした筋力トレー
ニング (5~ 7穫t=i， lO@JX3セット， 5 s / JlN). 1;迭
問当りの:多数を%、000歩を殺した.よド1&14年6月から
エF;:Tx14i手12月までの期間でプログラムの古i後に，以下
の測定を笑絡した. .f本1fた体防総率(オムロン社製:
H13F-302)， 13MI，綾部瞬、レベルにおける総給i応援-
i今j議J詰Jiji商談、皮下脂肪部総・路勝率(東芝社設全
身滋X線コンピニ工…タ…断忍撮影装援X-vision)，大
勝筋筋盤:(永久滋石主2r'v1R装霊堂， Hitachi社製:A lf<lS 
mMG〉，摂取ニf...ネルギ…録・成分(栄義務菅:: 30簡の
自記式の食事~è銭と食事前後の写真入消費エネルギー
後〈スズケン全I:~:!J : Lifccorcler)，ミ手i室YlJl支関節務治運
動〈角速度60，120 deg/sec}における筋力 CBiodex
iv1edical SystemtL袈:Biodex). [結果]J訴のゼリー
摂取キは， 93.5ごと7.3(9{)人経路では8J..4…JOO(%) 
と高他を;jミん栄袋織助食品の効果を検討するには十
分であったと考えられる.摂取エネルギー盈と摂取栄
養成分については， i時鮮において;初鋳鐙および減譲:プ
ログラムにおける変?とで宥窓な廷は怒められなかった.
プログラム後のi~'jÆ :Lj! 段の変化では，向群ともに体重
とお乱ilIにおいて有ぷな減少をぶした. {.本給紡唱ではと
もに変化は訟められなかったが，腹部の総務率にてj
群でイ守護;傾向であるが減少を示した (p::o.0994) .問
群ともに大媛務認穏では変化が認められなかったが9
120 deg!sec における校関節怨i強の筋力では布窓綴向
に増加した. IJj群におけるiR!J定項目の変化率を比較で
は.1*桟月五本にでj群がC若干と比べて脊意鰭j均に減少し
ていることが認められるとともに季綾部のD~[Jj謬:及び
内締結JW援にでJîf:i~の減少率がC若手と比較して潟{遣を示
した. [総括}街若手ともに体重まとHivilの減少，務訟の
維持，高意傾向であるが筋力の増加と，さらにj群で
は符主主傾向ではあるがJI支部機紡左手と体総務E容の変イと率
がctN:と比較して存3主総i均の減少が認められたことよ
り， il義務;プログラムにで栄鐙補助食品をi'fち燃する有}詰
ぞLと務室:の綾持を践的として脊滋繁遂畿に加えて務カ
トしーニングを行う必袈'1:1が唆された.これらのこ
とより，本研究で行った栄警告総効食品を ii~if悲した栄
養A ・j筆致ブ口グラムは過剰な体撃，体総IJ1jを減少させ，
かっ;痕たき母子i誌の綴点から下絞め務畿を維持できる
プログラム開発に禦議えできるものと考えられる.
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